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要旨 ： 周 辺 固定の 長方形 RC床スラブ に つ い て ，長期た わ み 性 状 に支 配的 な影 響要 因をパ

ラメ
ーターと した 実験計画法に基づ くモデ ルを設定 し ， 差 分法 を用 い た精密解か ら，簡便 に

長 期たわ み を 予測で き る 近似式 を提案 し た。こ の 近似 式 によ り任 意 の 長期 た わ み 目標

値を 与え る スラフ
’
厚 を算 定す る こ と が 可 能 で あ る。目標値を 例えば短 辺 スパ ンの 1 ／25a と

定 め る こ と に よ り現行の 学会RC規準スラブ厚の 増減係 数が得 られる が， こ れ に つ い て は

た わ み に お よ ぼす影響が特に 大 きな スラプ厚 と端部上 ば筋位置 の 施工 誤差 を考慮 して ，

安全係数の 求 め方 を示 した。
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　 1 ．は じめ に

　こ れ ま で 日本建築学会 の 鉄 筋 コン列
一
ト構造計 算規準 ・

同解説 （以下，　 「学会RC規 準」 と略 記 ） で

は，鉄筋 コンクリ
ーF （以 下 ，　「RC」 と略記）床スラブ の構造 ・使用性能 を スラブ 厚 さ の 規 定 によ っ て 保証

して きた 【1 ］。 現行の 学会RC規準の スラブ厚 算定式 は ， 実 在 の RC床スラブの 調査結果に 基づ く長期た

わみ 限界値を指標 と して 導き出 した も の で ある ［2 ］。 RC床スラプ の 長期たわみ に影響をお よ ぼす要

因 は材料 性 状 ・断面 性状 ・荷重など の 多岐に わた っ て お り ， た わ み 制御 を 念頭 に 置 い た 設 計 に 際

し て は 各要因の 変動 状況 お よび長期た わ み へ の 影響量 を 定量的 に 把握 す る こ とが 肝要 とな る。ま

た ， 実在 RC建物 に お い て は こ れ ら 各影 響 因 子 が ランダ ム に 生起する 確率現象と して 複雑 に絡 み 合 っ

て い る こ とを考 慮する 必 要が ある 。

　本研 究で は 先ず，周辺固定鉄筋 コン列
一
卜床 スラプにつ い て，そ の 力学的挙動に支配的な 要 因 をパ ラメ

ー
タ
ーと した 実験計画法に基づ くモデル設 定を行い ，差分法 に よ る長期たわ み 解析 結 果か ら長 期たわ

み の 簡便 な 予測 近似式を 導い た 。 次に ，スラブ厚 と端 部 上ば鉄 筋有 効せ い の 施工 誤差に 関す る 著者

ら の 既往の 調査テ
ー一タを基 に ［3］， モンテカ加法 によ り こ れ らの 長期たわ み に お よぼす 影響 量 の 定 量化

を試み る と とも に，現行 の 学 会RC規準 の 周 辺 固定スラブ厚 さ算定値 を基 準 と す る 同影響 を勘案 し た

スラブ厚 の 増減係数に つ い て の検 討 を行 っ た。

　 2 ．計算の 概要 と検討モ デル の 設定

　現 在 ，持続 荷重下 に お ける RC床スラプ

の 長 期た わ み 性状 に 関す る 種 々 の 厳密

な解 析方 法 が提案 さ れて きて い る ［4 ］

［5 ］。 こ こ で は ，コンクリ
ー
トの 曲げひび割

れ と時 間依 存性，お よび端部上 ば鉄筋

表 1 変動要因とそ の 水 準

変動要因 第 1水 準 2水準 第3水 準

短 辺 スパ ン1、 （m ｝ 4．0 6，5 9．D
辺 長 比 λ 1．0 1，5 2．0
設 計積 載 荷重 LL（kf ／m ｝ 180．O300 ．O550 ，0
コンクリ

ートの 設 計基準 強度 F。｛N／皿皿
2
） 18 2i 24

ス ラ　厚 修正 係数 α 0．7 1．0 L3
載荷 重 係数 1．0 2．D 3．0

スランプ の 影 響係 数 α
’

0，75LOO 1．25
載 荷開始材令 a 旧 ｝ 14，021 ．02S ．　O

＊ 1

＊ 2

＊ 3

＊ 4

北海道立寒地住宅 都市研究所生 産技 術 部構法開発科研究職員，工 博 （正 会員）

北海道大学教 授　工学 部情 報図形科 学講座，工 博 （正 会員）

室蘭工業大学教授　工 学部建設システム工 学科 ， 工 博 （正 会員 ）

北 海道工 業大学教授　工 学部経営 工 学科 （正 会員 ）
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定 着部の 伸び に よ る 付加た わ み を 考慮 し た 二 方 向 RC床 スラブ の 長 期 たわ み 解 析法 とし て ，著者 らの

既発 表 文献 16］に段階的 に改良 を加え た，主 と して 文献 ［7 ］に 準拠 し た方法を用 い る。本法 の 適

合性 に つ い て は，長期載荷実験お よ び実在床スラプでそ の 妥 当性 を明 らか に して あ る 。

　検討 モデルに つ い て は 3 水 準 系 の 直交 表 L 、 ↑ を利用 した応答解析 ［8 ］を行 う こ とを前提 と し ，表

1 に掲げ る 変動要因につ い て そ れぞれ通常考 え られ る範囲 で 等間 隔 に各水 準 を定 め た。設 計用積

載荷重LLは，

1〔gLL に つ い て　　　　　　　　　　　　　　表 2 計算 モ デル とた わみ計算結果

ほぼ等 間隔と

な っ て い る 。

スラプ厚 に つ い

て は ，大た わ

み の 発 生防 止

の 観点か ら導

か れ た現行 の

学会 RC規 準値

［2 ］ と ひ び

割 れ 発 生 限度

に 基 づ く既往

の 学 会 RC規準

値 ［1 ］との 比

率 を踏まえ ，

こ こ で は，現

行の 学会 RC規

準 スラブ厚 の 修

正 範囲 を 3 割

増減値 と仮定

し，同規準値

モデル

No．
短辺
スバ ン

Lm

辺長比

　 λ

設 計 用

積載荷 重

　 LLkf
／田

z

コンクll一トの
設計基準強度
　 Fc
　 N ロ 

2

スラブ 厚

修正 係数

　 α

積載荷重

係　　数

　 β

スランプ の

影 響係 数

　 α
，

載荷開始
材　 　令

　 a

弾　 性
た わ み

　 ∠ e
　  

長　期
たわ み

　 ∠

　  

14 ．0LO18D ．018 0．7100 ．7514 ．012178
24 ．01030DO21 10201 ，002100 ．866
34 ．0LO55D ．024 L330L2528 ．0045 ．6
44 ．DL5180 ．021 LO2 ．0L2528 ．0D ．911 ．1
54 ，0L5300 、024 1330D ．7514   0557
64015550018 0710LDO2101 ．615 ，3
74 ．02 ．0180 ．024 L 島 3．0LOO21 ．00 ．56 ．3
84 ，02 ，03   0018 07101 ．2528019236
94 ．02 ，0550 ．021 1．02 ．D0 ．7514 、  o．86D
106 ．5Lo180 ．018 Lo3D0 ，7521 、015113
116510300021 13101DO28D0 ．643
126 ．5Lo550 ，024 0．了 2．oL2514 、02 ．5276
135 ，5L5180 ．021 1310L251400871
146 ．51 ．53   0024 072007521030223
156 ．5L5550018 Lo3 ．0LOO28016113
166 ，52 ，0180 ．024 072010028032289
176 ．52 ．030D ．018 Lo3012514018 且70
186 ．52 ．0550 、021 L3LO0 ．7521 ．00 ．63 ．8
199 ．01 ．018D ．018 L3200 ．752801055
209 ．0LO30D ．021 o．73010014041351
219 ．01 ．055D ．024 1．o1 ．012521012105
229 ．01 ，5180 ．021 o．73 ．D1 ．2521047417
239 ．01 ，530D ．024 10100752801698
249 ．0L555D ．018 L32010014 ．o1072
259 ．02 ．018D ．024 1．010LOO14018162
26 § 020300018 1．32 ．o1 ．252101291
279 ．02 ，055D ．O21 0．73 ．00 ．7528 ．04 ，726 ．5
橢 考

櫑 馨鑢 llll謄 櫻 野；1糊 嚥脚 飜 職
：

貿糊 霈
　　　 ：0．2，〔5 ）鉄 筋 の 許容 引張 応 力度 ：200N／ 

2
，（6 ）鉄 筋 の ヤング係数E。：210kN／ 

2
，（7）

　　　　　　　　　　　　　　　 （8 以 ランプ の影 響 係数 α

’
；スランプ 15c皿以 上 で 1．25，スランプ 5　　　 鉄 筋 の 付着 ク1｝

一プ係 数 ：LO ，
　　　

〜15c皿で 1．　OO．スランプ 5cm 以 下 で 0，75とな る。（9 ）仕 上 げ荷 重 ：80．　Okgf／mz，（lD）鉄筋

　　　 の か ぶ り厚 ：3．Dc皿，〔10）施 工 時荷重 ：自重 X2．1，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（11｝刎一プ と乾燥収縮を考慮 した有効
　　　 ヤング係数の 算出に 際 して は載荷期間 を 5 年 とした。（12）配 筋は現行 の学会RC規準 に準

　　　 じて行 い ，鉄 筋 全断 面 の コンクリート全 断面 に対す る 割合 は O．2％以上 と し，柱間帯中央部
　　　 の 圧 縮 筋 は 配筋 しな い。q3）短辺スパ ンを 40等分 し，分割形 状は 正 方 形 と した。｛14以 ラ
　 　 　 フ

’
厚 小 は 8．　Ocmと した 2

に α を乗 じた

値を 用 い る 。

また ，長 期持

続荷重に 関 し

て は ， 設計積

載荷重 の 去以

下と なる 事例

報告 の あ る こ

と か ら 【9 ］，

設計積 載荷 重

に β／ 3 を乗

じた 値 を 用 い

る。

表 3 長 期た わ み計算結果の分散分析表

要　　因 自由度
　 f

変　動
　 S

分
　 V

分散 比
　 Fo

純変 動
　 S

’ 寄 与率
血

短 辺スパ ン1．　 　 　 　 1’六 122437224 ．373609 鵯 2童803802
2」効 1 1．10 1．100 ，18

辺長比λ　　　　　 1次効 1 9，73973157
21 六 1 0，  50 ．050 ，01

設計用 積載荷重LL　 1冫 ハ 15 ？．345 ？．349 ．22
料

51．DO 188
2’交 童 095095Ol5

コンク1」一トの 　　　　　　1
’

毒 112 ，1412 ．141 ．95一凾
　 蓼　 　 F，　 　 2帰

弖 204320 ．433 ，29
ス ラ ブ厚修正 係数 α 1

亀
効 11886 ，471886473034 『 1880．1369 ．16

21 六
艮 1644 了 16447264 『 158．135 ．82

積載荷重係 数 β　　 11 六 i149 ，401494024 ，03ゆ 143．065 ．26
2’効 旦 7557 ．55122

スランプ の 影 響係 数 α

’
1’六 110977109 ．771765 椰

lO3．433 ．80
2」六 1 D．00 D．00o ．DO

載 荷 開始材令 a　　 P 交 1 9．759 ．751 ．5了
2次 効 果 1 2，952 ．950 ．47

誤 　差 e
　 　 　 e ｝

°榔 10
（20｝

62，18126
，84｝

6．23
（6．341 164．89 6．07

合 　計 262718 ，68 lOO．00
tF 分布 検 定で 1％有 意，緋 ：F分布検定で 眺 有意、＃ ‡：F分布 定 で 有 意 で な い 効 果 をプールした誤差
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　こ れ ら各要 因 の 交互 作 用 が主 効果 に 関す る 情報 に 偏 り を も た らす こ と を 極 力避 け る よ う ， 直 交

表 L27 の 第 1 ，2 ，5 ，8 ，9 ，10，11，12列 目に各変動 要 因 を表 1 の 上 か ら順 に そ れ ぞ れ 割 り

付けた ［10］。 こ の よ うに して得 られ た表 2 に掲 げる 27個の モデルに つ い て 差分法に よ る 長期 たわ み

計算 を行 っ た。

　 3 ．計 算結 果 と長期 た わみ予測 式

　各 モデルの 弾 性 たわ み ∠ 。と長期たわ み 予測値 ∠ の 計算結果 を表 2 の 末尾 に掲 げる 。 ∠ を特性 値

と し ，各要 因 の 主 効果 を 1 次 と 2 次 の 成分 に 分解 して 分 散分 析 を行 う と表 3 の よ う に なる 。こ れ

ら全 て の 要 因 効 果 を直交多項式 を利用 し て 推定する こ と に よ り，本解 析法 に よ る 長 期 たわ み 予 測

値を 各要 因 の 関数で ある下 記 の 近似 式 で 求 め る こ とが で き る ［8 ］。

δ L
＝14．56 十 1，41 （Dx−6．5）　− O．000685 〔（tx−6，5）

u −4．17］
　　　　　 十 1，47 （λ一1．5）　− 0．3521（λ一1。5）

u −O．167］
　　　　　 −　3．20 （1  LL−bg300）　−　1．28 【（logLL−lag300）2 −O．208［
　　　　　 十　〇．274（Fc−2亘．0）　−　O．2051（F，．−21．0）2 −6．0】

　　　　　
− 34．12（α

一1．0）　十 58．17［（α
一1．O｝2−0．060｝

　　　　　 ＋ 2．88（β一2．0〕　＋ L12 【（β一2．0）
2 −0．6671

　　　　　 十 9．88 （α
’− LO ） − 0．00622 ｛（α

’− LO ）
2 −0．04171

　　　　　 − 0，105（a −21．0）　十 〇．0143 ｛（a
−21．0）2 −32．671 …（1）

こ こ で ，δ 、 ：長期たわみ近似値 （mm ），　 Q　x ：短辺 スハ
e

ン（m ），λ ：辺 長比 ，
　 LL ：設 計積 載荷 重 （kgf

／皿
2
｝， F。 ：コンク11　一トの 設計基 準強度 （N／Mm2 ；，　 α

’
：スランプ の 影響係数，　 a ： 載荷 開始材令 （日）

　 ま た ， F 分 布検 定 で 有 意 と な ら な か っ た 要 因 の 1次 ま た は 2 次効 果 を 誤 差 に プ ールし た と き の ，

有意 と 判定 した各効果 の 純変動 S
’
とそ の 寄与率を表 3 の 後 尾 に掲げる 。スラブ厚 が 1 次 ， 2 次効 果

と もに有意 とな り，約 75％ の 寄与率 を示 した 。 なお ，有意と 判定 した要因 の 寄与率の 合計は約 94

％で あ っ た 。長期たわ み予 測値 ∠ に関 して 有意 と判定 した各要因効果を直交多項式を利用 して 推

定す る と，本解 析法 による 長期たわ み予 測値 ∠ は，そ の 推 定値 を δL と して 次式 で 近似 す る こ と

が で き る 。

δ L
＝14．56 十 1．41 （lx−6．5）　− 3．20 （1agLL−1ag300）　− 34．12（α

一LO ）

　　　　　 ＋ 58，171 （α
一1．0）

z −0．061 ＋ 2．88 （β
一2．O） ＋ 9．88 （α

’−1．0）　 …12｝

　 こ の よ う に して 得 られ た 近似式 （2 ）は ，著者 らの 差分法に よ る 長期た わ み解析 法の 約 94％ の 表

現力を も つ と言え ， （1 ）式 の 代わ りに （2 ）式を用 い て も実用 上 問題はな い 。

　 4 ．ス ラ ブ厚修正係数に つ い て

　学会RC規準の 周 辺 固定用 スラブ 厚さ 算定式は，国 内 の 床 スラブ の 長期載荷実験 結 果 ［11］を参考 に，

周 辺 固定 スラプ にお け る長期 たわ み の 弾性 た わみ に対す る増大 率 を
一

律 16倍 と設 定 し，そ の 長期 た

わ み を短辺 スパ ン1．の 250分の 1 以 下に抑え る よ うに し て 得 られ た も の で あ る ｛12〕。 前出 の 各計 算

モデ ルにお い て ， スラプ厚 を 同規 準 値 ， すな わ ち スラプ厚修 正係数 α
＝LO と して 設計を行い ， 差分法 に

よ り設 計積載荷重に 対する 長 期たわみ予測値∠ を求め ，許容た わみ 1．／250に対す る比率 （以 下 ，

「誤 差率」 ） を短辺 スパ ンの 各水 準 ご と に プ ロットする と 図 1 の よ う に なる 。 こ の と き の 長期た わ み

倍率∠ ／∠ ，を 図 2 に 示す。長 期た わ み倍率は最 大で も 15倍に 達 し て お らず ， また ， 誤 差率 はす べ

て 安全側 に 位 置 し，短 辺 スパ ンC．が 6，5m お よ び 9，0m の モデ ルに お い て は 平均 で 50％ 以 上 も の 誤差
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図 5 長 期 た わ み 目標 値 1．／250に対 す

　 　 る長期たわみ予測値の 誤差 率

　 　 1学会 RC規準スラブ厚値 × α ｝

率を有 し て い る。学 会RC規 準 スラブ厚 算定 式に よ る スラブ厚 は ，中 ・大規模スパ 冫に お い て 十分 安全 で

あ り，大 スバ ンに お い て は む し ろ過厚 で ある こ とが伺 え る 。

　長期た わ み 近似 式 〔2 ｝にお い て ，長期 たわ み 目標値 δ L を Ax／250，積載荷重係数 βを 3，0と し

て，各設 定 モデ ルごと の スラブ 厚修正 係数 α を 逆算する と図 3 の よ うにな る 。大 スパ ンで はスラブ 厚規準

値の 3 割程度の 低減 が 可能で あ る こ とが わか る 。

　スラブ 厚規準値に これ らの 係数 α を乗 じた スラブ厚 （以下，　 「修正 スラブ 厚値」 ）で 各検討 モテ
’
ルの 設

計 を行 い ，前 述 と同様 に 差 分法に よ る 長 期た わみ予 測計 算 を行 う と ， 長期たわ み 倍率∠ ／∠ ， は 図

4 の よ う に な る 。スラブ 厚修 正 前 と 同倍率 に 顕著な違 い はな い
。 また，そ の 目標値 9、 ／250に対す る

誤差率 は図 5 の よ うにな る 。近似式 （2 ）に よ る スラブ 厚修 正係数 α を用 い る こ と で ，約 20％ 程度 の

誤 差範 囲 で 長 期たわ み を 目標値に 近 づ け る こ と が で き る 。

　以 上 の こ とか ら，床 スラブ の 規模な ど の 違い に よ る長期たわ み 性 状 の 相違 を勘案 し た ，周 辺 固定

床 スラブ の よ り適正 な長期たわみ 制御を行 うに当た り， 〔1 〕また は ｛2 ）式か ら得 られ る α を スラブ 厚

修正係 数 と して 用 い る こ とが で きよ う 。 ただ し，近似 式 の 誤差 や ，施工 精度お よ び 積載荷重な ど

の 不確定要素に起 因す る危 険側 の 誤差 の 生 じ る 可能性 を考慮 し，現 段 階 で 本修 正係 数 α を用 い る

に 当た っ て は許容たわ み量 δ L の 引き 上 げが必須 と考 え る 。

　 5 ．施 工 誤差 に よ る長 期た わみ の 変 動

　 こ こ で は，短 辺 スパ ン1．が 4．O，6．5，8．　Om ，辺 長 比 λ が 1．0，1．5，2，0と な る各ケ
ー
ス にお い て ，

設計積載荷重LLを 180kgf／m2 ，300kgf／mu ，550kgf／M2 と し て 学 会 RC規準 の スラブ厚 値で 設 計 し た 周

辺 固定床スラブ をそれ ぞれ基準 モデルとす る。設定モテ
’
ルの概要 を表 4 に 掲げる。

　 こ れ ら 27個 の 基準モデルに お い て ， サンプル数 を50と し，スラブ厚お よび端部上 ば鉄 筋有 効 せ い の 施

工 誤差をそ れぞれ著者 らの 既往の 非損傷床スラブ の 調査デ ー
タに基 づ く分布性状 〔31 に従 っ て 独立 に

発 生 させ た ［13］［14］時の 各 基準 モデルの 長 期たわみ の 分布性状は表 5 の よ うにな る 。 長期たわみ が

そ の 許容 たわ み 量 9。／250を越え る もの は見受 け られな い 。また ，賑が 8．Om の 時 の 長 期 たわ み 分

布 の 平均値は 目標値の 50％ にも達 して お らず，こ の こ とか らも，同規準スラプ厚 値に は改 良 の 余 地

の あ る こ と が 伺 え る 。
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RC床 スラブの 長 期たわ み変動分布の 平均値を

μ ， ま た，そ の 時の 管理 限界値を e と し ，

こ の 不確定要 因の 影響を考 慮 した 見 かけ の

許容長期たわ み 量 を δで 表す と，こ れ ら の

関係 は 図 6 の よ う に な り，δは次 式 で 得 ら

れ る 。

　 6 ．施 工 誤 差の 影響を勘案 した ス ラブ厚修正係数

　本 研究 で 提 案 した スラプ厚修正係数 α を用 い る 場合，施 工 誤 差 な ど の 不確 定要 因 に よ っ て 生 じ る

長期た わ み の ハ
’
ラ舛 を考 慮 して 目標値 を設定する必 要がある 。 こ の よ うな不確定 要因 の 影 響 を考

慮 しな い 時 の 長 期た わ み 目標値を δ 、 ， こ れ と 〔1）また は （2 ）式 によ っ て得 られ る 修正 スラブ厚値

を用い た時の ， 不確定要 因 によ る周 辺固定

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 表 4 基 準モ デル の 概 要

短辺スハ 凋．m

辺長 比 λ

4　0，　6．5　　8，0
1　D　　l．　5　　2，0

δ ＝ δ L
− 【（μ 十 e ）　 δ ij

…（3 ）

　すな わ ち，前出の 長期た わみ近 似式 にお

い て δを見か け の 長 期たわ み 目標値と し て

δし の 代わ り に 用 い る こ と で ，不確定 要 因

の 影 響を考慮 し た，真の 目標値 δ，、に対す

る スラフ
’
厚 修正 係 数 α を得 る こ とがで きる 。

　前出 の 各基準モデルに お い て ， 長期たわ み

目標値 δ 【、を 1．／250と し て （2 ）式か ら 得 ら

れ る α に よ りスラブ厚 を修正 し，スラブ厚と 鉄

筋有 効 せ い を 前述 と同様 に 変動 させ た とき

の 長 期たわみ の 変動状況を表 5 に掲 げる。

また，短辺 スパ ン娠 の 250分 の 1 を長期たわ

み の 真 の 目標値 と し，管理 限界値 e が 2 σ

設 計　載 荷 重LL｛kf／皿 ）　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 18G　O　　3GO，0　　550．0
《備考》
〔1）コンクT）

一
トの ヤンゲ係数E。 （kN／ 

2
）：21X〔γ ／2．3）i’5X
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ートの 気乾 単位 容 積質 量＝2．3t／m3
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図 6 長 期た わ み 目標値 δ L と施 工 誤 差を 考慮 し た

　　 見 か けの 長期 た わみ 目標値 δ との 関係

表 5 施工 誤差
＊ 1
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工 誤 差
’L
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また は 3 σ となる 場合 に つ い て ，各 基準 モデルごと に 〔3 ）式か ら求

め た δの 9．に 対 す る比 率 U ， と，各短辺 スパ ンの 辺 長比 ごとに求 め

た U ． を同表 に併記する 。 管 理 限界 値が 3 σ の 場合，約 99．9％ が

管理 限界 の 中 にある こ とになる が，同値を 2 σ と して も危 険率は

約 2．3％ で ある 。 こ の こ とか ら，短辺 スパ ン賑に対す る見 か け の 長

期 た わみ の 比率 U 、 は表 5 に暫定値 とし て 掲げた値 とす る の が 妥

当 で あろ う。

　 こ の よ う に し て 定め た δか ら得 られ る ，スラブ 厚 と端部上 ば鉄 筋

有効せ い の 施工 誤差 によ る 影 響 を加 味し た 各基準 モデルの スラプ厚修

正 係数 α を，こ れ らの 影響を 考慮 し な い 場 合 の 修 正 係数 α と と も

に表 5 の 末尾 に 掲げる。また ，表 5 に掲げた暫定値 UL を長期 た

わ み 目標 設 定 の 基準値と し て （1 ）式か ら得 られ る α の 計算図表 を

図 7 に 示 す 。

　 7 ．ま と め

　通 常考 え ら れ る 範 囲内 の 規模お よび材料性状を有 す る周 辺 固定

RC床 スラブ に つ い て ，短 辺 スパ ンや スラブ 厚 な どか らな る 簡便な 長期た

わ み近似 式を導 く と と も に ，現 行 の 学会 RC規準 の 周 辺 固定スラプ厚

さ 算定値 の 補 正係 数と して 同式か ら逆算 し て 得 られ る スラプ厚 修正

係数 α を用 い る こ と で ，長期 たわ み 目標値 に 対する所要 の スラプ 厚

さ を 算定 で きる こ とを 示 した。

　また ， 同係数を用 い る場合，床 スラブ の 規 模に 応 じた スラブ厚 修正

係数 α の 引 き 上 げが必 要で あ る こ と を示 した 。こ こ で は，スラプ厚

と 端 部上 ば鉄筋有効せ い の 施 工誤 差 を考慮 した見か け の長 期たわ

み 許容量 を導 き出 し，同値を 〔1）小規模床 スラブ で 短辺 スパ ンの 250
〜 400 分 の 1 ，

か ら スラブ厚 修正 係数 α を求め れ ば良い こ と を明 らか に した 。
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